
研究の実際１

＜目的＞地域教材を活用し、総合的な学習の時間を核として社会に開かれた教育課程を推進することで、児童のふるさと
に対するシビックプライドを醸成し、行動変容につながるか検証する

＜内容＞１．ESDの単元構想案の作成と学習指導案の検討 ＜研究参加者＞ 遊子小学校６年生の児童７名
２．授業実践 ＜ 実践期間 ＞ 2023年４月～2024年１月
３．成果物を基にした他者への発信

本研究の目的と内容

地域教材を生かした社会に開かれた教育課程の推進

～児童のシビックプライドの醸成と行動変容を目指して～

宇和島市立遊子小学校 西原 睦美

研究の実際２

＜ねらい＞
学習を通して作成した成果物を地域をはじめとする他者へ発信するこ
とにより、児童の自己有用感を高める
＜避難路に関する ＜地域への ＜避難路完成式典での

冊子作成＞ イエローフラッグ配付＞ 発表＞

＜防災マップ作成＞ ＜学習発表会＞ ＜防災だより配付＞

＜ねらい＞
単元構想案、学習指導案を基に各授業を実践する
ことで、児童の心理的変化、行動変容を目指す

〇地域教材を活用し、総合的な学習の時間を核として各教科を
関連付けながら学習を進めることは、児童のふるさとに対する
シビックプライドの醸成や、行動変容に役立つ
〇ゲストティーチャーや専門性のある講師が授業に参画するこ
とにより、授業の質が高まり、児童の学びも深まる
●６年間を通した探究的な学びにつながる系統性・継続性のあ
る教育課程の構築ができていない
●外部組織・人材等とのより持続可能な連携と組織づくり

研究の実際３

＜ねらい＞
目指す児童像を明確にし、年間を見通して意図的・計画的に学習を進
められるよう、単元構想（カリキュラムマネジメント）案を作成し、
学習指導案の検討を行う
＜総合的な学習の時間「遊子の防災大作戦！」 単元構想案＞

成果〇と課題●

＜カリキュラムマネジメント＞

＜学習指導案 一部＞ ＜結果と考察＞

・本校だけでなく、ESDティチャー
プログラムで、他校の先生にも意
見や助言をいただくことにより、
自分の考えがより明確になり、新
たな取組を加えることができた
・単元構想案を年度初めに作成
することは、年間の学習内容を
見通し、各教科のつながりを考え
る上で大変役立った
・目指す児童像を明確にすること
で、教育課程や授業の取組等に
系統性・継続性が生まれ、児童
の意識が途切れることなく、授業
内容も深まった
・質問紙（icheck）の回答から、児
童のふるさとに対する愛着、学
習に対する必要感、自己有用感
等にプラスの変容が見られた
・様々な場面で、自分たちで考え
て意見を出し合い、行動する場
面が多く見られるようになった

＜総合的な学習の時間 授業展開例＞

＜結果と考察＞

・展開例に示した授業では、学習内容をまとめた防災だよりをゲストティー
チャーと共に検討することで、様々な視点からの意見や児童の頑張りを称賛
する声をいただき、学習意欲の向上や成果物の質の向上につながった
・カリキュラムマネジメントは、児童の学びを広げ、深めるのに効果的だった

＜結果と考察＞

・他者からの称賛を喜び、学習を重ねるごとに、自信を持った発言、より意欲
的な言動が見られるようになった
・児童自らが探究的に課題追究を行おうとうする様子は見られなかった
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